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道路をきれいに
～道路ボランティア
   　　  協定書調印式～

にぎわうハーリー会場
19万人の観衆

～第37回那覇ハーリー～

受賞4団体の歌声を
着うた配信

～那覇市歌・みんなで・
　　　　　うた合戦開催～

６月期国宝特別展示「鳥文様が描かれた尚家紅型衣裳」開催！期間:6/10～7/13(那覇市歴史博物館☎869-5266)

　

４
月
21
日(

木)

、「
道
路
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
定
書
調
印
式
」
が
行
わ
れ
、

市
は
株
式
会
社
太
閤
建
設
、
ヤ
シ
マ
工
業
株
式
会
社
、
桐
和
空
調
設
備
株
式

会
社
、
株
式
会
社
工
友
社
、
プ
ロ
ミ
ス
株
式
会
社
那
覇
お
客
様
サ
ー
ビ
ス
プ

ラ
ザ
の
５
社
と
協
定
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

道
路
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は
、
道
路
の
環
境
美
化
の
推
進
を
目
的
に
、
市
民

団
体
や
企
業
な
ど
が
道
路
の
清
掃
活
動
を
行
う
団
体
で
す
。

　

今
回
、
協
定
を
交
わ
し
た
株
式
会
社
太
閤
建
設
の
浦
崎
家
三
代
表
取
締
役

は「
地
域
の
環
境
美
化
、地
域
に
根
ざ
し
た
会
社
づ
く
り
の
た
め
、月
に
１
回
、

市
道
82
号
線
な
ど
の
ご
み
拾
い
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
地
域
、

社
会
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
」
と
今
後
の
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

　

5
月
5
日(

木)

、
御
願
バ
ー
リ
ー
と
本
バ
ー
リ
ー
が
行
わ
れ
、
3
日

間
に
わ
た
っ
て
多
彩
な
ス
テ
ー
ジ
や
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
た
那
覇
ハ
ー
リ
ー

は
閉
幕
し
ま
し
た
。

　

雨
天
が
続
い
た
今
年
の
那
覇
ハ
ー
リ
ー
は
、
３
日
間
の
延
べ
入
場
者
数
は

約
19
万
人
と
例
年
に
比
べ
る
と
や
や
少
な
め
で
し
た
が
、
本
バ
ー
リ
ー
に
合

わ
せ
る
よ
う
に
午
後
か
ら
晴
れ
間
の
見
え
た
5
日
は
、
こ
の
日
だ
け
で
約
11

万
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

泊
新
港
ふ
頭
で
大
勢
の
観
客
が
声
援
を
送
る
中
、
御
願
バ
ー
リ
ー
に
続
い

て
行
わ
れ
た
本
バ
ー
リ
ー
は
、
泊
が
序
盤
か
ら
リ
ー
ド
し
、
追
い
上
げ
る
那

覇
、
久
米
を
か
わ
し
競
り
勝
ち
ま
し
た
。

　

4
月
30
日(

土)

、
那
覇
市
制
施
行
90
周
年
を
記
念
し
て
、「
那
覇
市
歌
・

み
ん
な
で
・
う
た
合
戦
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
の
パ
レ
ッ
ト
市
民
劇

場
に
は
、
11
組
の
ア
マ
チ
ュ
ア
合
唱
団
の
歌
声
が
響
き
ま
し
た
。

　

幅
広
い
年
齢
層
が
参
加
し
た
う
た
合
戦
は
、
大
賞
に
、
女
声
合
唱
団
那
覇

コ
ー
ル・コ
ス
モ
ス
、し
た
ば
る
花
を
植
え
よ
う
会
、古
蔵
小
学
校
音
楽
部
が
、

特
別
賞
に
ひ
め
ゆ
り
コ
ー
ラ
ス
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
受
賞
し
た
4
団
体
の
歌

声
は
、携
帯
電
話
着
う
た
サ
イ
ト「
沖
縄
ち
ゅ
ら
サ
ウ
ン
ズ
」で
７
月
８
日（
な

は
の
日
）
か
ら
有
料
配
信
さ
れ
ま
す
。

一人ひとりが
　支え合う那覇へ
～民生委員・児童委員の日～

　

「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
」
の
５
月
１２
日(

木)

、
仲
村
副
市
長
が

「一日
民
生
委
員
・
児
童
委
員
」
と
し
て
、
友
愛
訪
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
市
民
の
安
心
し
た
暮
ら
し
を
作
る
た
め
、
地

域
で一番
身
近
な
相
談
・
支
援
を
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

　

市
内
の
玉
城
ユ
キ
子
さ
ん
宅
を
訪
問
し
た
仲
村
副
市
長
は
、
日
ご
ろ
の
玉
城

さ
ん
の
生
活
の
様
子
や
趣
味
に
つ
い
て
、
和
や
か
な
雰
囲
気
で
談
笑
し
ま
し
た
。

　

毎
朝
の
運
動
を
欠
か
さ
な
い
と
い
う
元
気
な
玉
城
さ
ん
は
、
カ
ラ
オ
ケ
や
み

ん
な
と
の
お
し
ゃべ
り
を
楽
し
む
こ
と
が
元
気
の
秘
訣
と
話
し
ま
し
た
。

那覇市歴史博物館

那覇の歴史・
文化を体感！
那覇の歴史・
文化を体感！57

那
覇
の
誕
生
祭

   

〜
浮
島
か
ら
那
覇
へ
〜

大
那
覇
市
誕
生
Ⅰ

那
覇
市
制
施
行
90
周
年･

パ
レ
ッ
ト
く
も
じ
開
館
20
周
年
記
念
展

　
遠
く
15
世
紀
に
、発
展
の
礎
が
で
き
あ

が
っ
た｢

那
覇｣

。そ
の
後
の
那
覇
は
、｢

た

う
、な
ば
ん
、よ
り
や
う　
な
は
ど
ま
り｣

(

『
お
も
ろ
さ
う
し
』巻
13-

8)

と
謳
わ
れ

る
よ
う
に
中
国
船
、南
蛮
船
、さ
ら
に
は

日
本
の
商
船
が
集
ま
る
港
町
と
し
て
賑

わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。1
6
0
9
年
の
島

津
氏
の
琉
球
侵
攻
後
も
中
国
と
の
交
易

は
認
め
ら
れ
、薩
摩(

鹿
児
島)

、宮
古･

八

重
山
、本
島
周
辺
離
島
へ
は
も
ち
ろ
ん
、

那
覇
は
中
国
へ
の
進
貢
船
発
着
地
と
し

て
、発
展
、整
備
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　
時
を
経
て
1
8
7
9
年
、明
治
政
府

に
よ
り
琉
球
王
国
は
解
体
さ
れ
、沖
縄
県

が
設
置
さ
れ
る
と
、那
覇
の
西
村
に
あ
っ

た
薩
摩
藩
在
番
奉
行
所(

現
那
覇
市
西

1-

2-

16
付
近)

に
沖
縄
県
庁
が
置
か
れ

ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
那
覇
は
沖
縄
県
の

県
庁
所
在
地
と
な
り
、政
治･

経
済
の
中

心
地
へ
と
更
な
る
発
展
を
と
げ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。大
型
汽
船
が
接
岸
で
き
る

よ
う
に
行
わ
れ
た
那
覇
築
港
工
事
、那
覇

首
里
間
の
電
車
軌
道
や
本
島
各
地
を
結

ぶ
バ
ス
路
線
、さ
ら
に
は
那
覇
を
起
点
と

し
た
軽
便
鉄
道
網
な
ど
交
通
体
系
が
整

備
さ
れ
、電
気･

水
道
な
ど
近
代
的
な
イ

ン
フ
ラ
整
備
も
行
わ
れ
ま
し
た
。行
政
的

に
は
、1
8
9
6
年
に
那
覇･

首
里
に
特

別
区
制
が
し
か
れ
那
覇
区
と
な
り
、90

年
前
の
1
9
2
1
年
5
月
20
日
に
那
覇
･

首
里
に
市
制
が
施
行
さ
れ
、沖
縄
一の

近
代
都
市｢

那
覇
市｣

が
誕
生
し
ま
し

た
。　
　
し
か
し
、そ
の
繁
栄
も
長
く
は
続
き
ま

せ
ん
で
し
た
。1
9
4
4
年
10
月
10
日

早
朝
、沖
縄
本
島
東
海
上
に
集
結
し
た

米
海
軍
航
空
母
艦
の
艦
載
機
が
那
覇
を

目
指
し
て
飛
び
立
ち
ま
し
た
。い
わ
ゆ
る

10･

10
空
襲
で
す
。米
軍
の
空
襲
は
、小

禄
飛
行
場
や
那
覇
港
な
ど
軍
事
拠
点
か

ら
那
覇
市
街
地
へ
と
移
り
、全
市
域
の

90
％
近
く
が
焼
失
し
、那
覇
は
瓦
礫
の

街
へ
と一変
し
ま
し
た
。

　
歴
史
博
物
館
で
は
、企
画
展
に
あ
わ

せ｢

那
覇｣

に
こ
だ
わ
っ
た
歴
史
文
化
講

座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

那
覇
市
歴
史
博
物
館

(

パ
レ
ッ
ト
く
も
じ

4
階)

☎
８
６
９
・
５
２
６
６

壺屋焼物
博物館
開館時間10時～18時
（入館は17時半まで）

月曜休館
☎862-3761 6862-3762

那
覇
の
街
並
み

(

見
世
の
前
通
り)

瓦
礫
の
街
と
化
し
た
那
覇

(

西
本
町
付
近) 戦前の那覇市役所

ユッカヌヒーアート展
子どもの日・ユッカヌヒーにちなんだ、見て触れて面白い作品を大集合させます。
■6月1日（水）～5日(日)■無料

学芸員と展示を見よう～常設展ギャラリートーク～
常設展示の内容について、学芸員が展示会場で解説します。

※資料整理のため6月27日～7月1日は休館いたします。

■6月19日（日）午後4時から1時間程度 ■（入館料）一般 315円

■6月19日（日）午後2時から2時間程度 ■2,000 円
■6月15日（水）午後5時まで

壷屋焼物博物館友の会主催「皿と小鉢の手作り体験」


